
合併について考えるシンポジウム

小田原市・南足柄市｢中心市のあり方｣に関する任意協議会
1

平成29年9月24日
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任意協議会とは

小田原市・南足柄市「中心市のあり方」に関する
任意協議会

選出区分 委員の所属団体

学識経験者 大学教授

行政 市長、副市長、教育長、神奈川県職員

議会 市議会議員

各種団体
自治会、社会福祉団体、民生委員、教育関係団体、
商工団体、農業団体、金融機関

33名
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3つの協議項目

任意協議会

「合併について」「中核市への移行
について」

「新たな広域連携
について」

新市
まちづくり計画

中核市移行
基本計画（案）

中心市と周辺自
治体との新たな
広域連携体制に
ついて
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「合併」について考える

両市が合併するか否かは、皆さんの意向

を伺ってから、それぞれの市が判断するこ

とになります。

両市の現状と課題について理解を深めて

いただき、将来のあり方を改めて考えてく

ださるようお願いします。



なぜ合併の協議をしたのか？

両 市 の 今 後 の 人 口
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両市ともに人口は減少傾向、30年間で約2割減少
の見込み。



なぜ合併の協議をしたのか？

両市の今後の生産年齢人口
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今後30年間の推計では・・・
・65歳以上の人口は約1.4万人増加
・地域を支える生産年齢人口は約5万人減少



なぜ合併の協議をしたのか？

公 共 施 設 の 老 朽 化
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大規模改修や更新のため、支出増加の懸念



財政状況が悪化すれば、

現在の行政サービス水準を維持することは
困難。

両 市 の 扶 助 費

なぜ合併の協議をしたのか？

両市の個人市民税収入
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なぜ合併の協議をしたのか？
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歳入歳出差額と累積収支の推計（小田原市）



なぜ合併の協議をしたのか？
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行政改革目標(14.5億円/年)を達成した場合の財政推移（小田原市）



なぜ合併の協議をしたのか？

撮影：池上直
哉
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歳入歳出差額と累積収支の推計（南足柄市）



なぜ合併の協議をしたのか？

「究極の行財政改革」と言われる合併が、
この状況を打開するための抜本的な対応策として
有効ではないかと考え、協議を行いました。 12

行政改革目標(2.9億円/年)を達成した場合の財政推移（南足柄市）

南足柄市でも
約６４億円の収支不足



合併による財政効果
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合併による財政効果
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合併によるサービス水準の変化
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変化なし 83%

向上する 27%

変化なし 62%変化なし 83%



合併後の市の姿

合併後の市の名称は、

「小田原市」となります。

市 の 名 称

現小田原市役所本庁舎を

使用します。また、現南

足柄市役所本庁舎につい

ては、分庁舎とします。

市 の 庁 舎

南足柄市域を小田原市に編入

する「編入合併」とします。

合併の時期は

平成３２年度中です。

16



新市まちづくり計画

これまで進めてきた両市のまちづくりや土地利用の考え方を
着実に合併後の市へ継承し、

新たな活気と魅力あふれる住みよいまち
の実現を目指します。
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行財政基盤の
強化

多様な主体との
連携と協働

地域特性を
生かした取組



新市まちづくり計画

①元気と生きがいの創出と支え合いの社会づくり

②安全・安心を支える地域のつながりと協力体制の確立

③子どもたちが地域の中で健やかに育ち、学ぶ環境づくり

④産業の活性化と魅力の発信

⑤豊かな自然に囲まれ、魅力ある快適な住環境の整備

⑥市民と行政が連携したまちづくり
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６ つ の 取 組



合併後の市の重点的な取組

回遊性向上
による
地域観光の
活性化

地域福祉の
増進

連携と交流
の促進によ
る地域産業
の活性化

自然環境の
保全と
防災体制の
強化

地域とともに
生きる人材を
育てる

子育て支援
の充実
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６ つ の 重 点 的 施 策



南足柄市域のまちづくり①
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これまでの歴史の中で培ってきた伝統や文化、

自然環境などを守り、生かしたまちづくりを継続、推進し、
合併後の市の均衡ある発展を目指します。



南足柄市域のまちづくり②
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南足柄市域の声を行政に届けることができる
体制づくりのため「地域審議会」を設置します。

目的

合併により生じ得る
地域・行政間の

連絡調整に係る不
安や課題の解消を
図ること。



不安

合併に対する不安①
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市名が変わることで
さまざまな手続が
必要になりませんか？



不安

合併に対する不安①
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市名が変わることで
さまざまな手続が
必要になりませんか？



不安

合併に対する不安②
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公共料金が
値上がりしたり、
サービスが低下
したりしませんか？



不安

合併に対する不安②
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公共料金が値上がりしたり、
サービスが低下したりしませ
んか？



不安

合併に対する不安③
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合併しても
行政の効率化が進まず、
財政状況が悪化したりし
ませんか？



不安

合併に対する不安③
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合併しても行政の効率化が
進まず、財政状況が悪化し
たりしませんか？



不安

合併に対する不安④
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中心部(市街地)と
周辺部のまちづくりに
格差が生じませんか？



不安

合併に対する不安④
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中心部(市街地)と
周辺部のまちづくりに
格差が生じませんか？



不安

合併に対する不安⑤
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市民の声(要望など)が
行政に届きにくくなりま
せんか？



不安

合併に対する不安⑤
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市民の声(要望など)が
行政に届きにくくなりま
せんか？



今後の手続とスケジュール

協議結果に関する市民説明会等を実施

合併に関する市民意向を把握

合併に関する法定協議を実施

法定協議会終了後
両市議会で合併の申請を議決し、県知事に合併を申請

事務事業の具体的な調整など、
合併に向けた準備作業を実施

合 併

県議会の同意

県知事が合併を決定
総務大臣へ届出

総務大臣告示

中核市制度の活用の検討

新たな広域連携体制の構築

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度
～
31
年
度

平
成
32
年
度

合
併
後 32



合併した場合のその後の取組

撮影：池上直
哉
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合併により行財政基盤が強化され安定的に行政サービスを提供する体制が
構築された場合は、以下の3点に取り組みます。

公共施設再編
の取組

中核市制度
の活用の検討

新たな
広域連携体制
の構築
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「合併について考える」

両市が合併するか否かは、皆さんの意向

を伺ってから、それぞれの市が判断するこ

とになります。

両市の現状と課題について理解を深めて

いただき、将来のあり方を改めて考えてく

ださるようお願いします。


